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Web対応化された
医療情報システムのメリット

　王子会神戸循環器クリニックは血
管疾患の早期発見・早期治療を使命
としている。128スライスMDCT
や 32チャンネルコイル導入MRIな
どの最新医療機器を装備して、閉塞
リスクのある血管を発見することに
力を注ぐ。同院の基本スタンスは地
域医療連携による疾病管理である。
手術や PCIといった侵襲的治療を
必要とする患者は、大学病院のよう
な症例豊富な治療拠点に紹介する。
一方で、地域の診療所や中小病院な
どから検査依頼を受け、結果をフィ
ードバックする役割も担う。
　それらを円滑に進めるため、IT
技術を駆使して拠点病院とかかりつ
け医という地域の医療連携ネットワ
ークの情報連携ハブとなるようなシ
ステム設計をめざした。
　IT化が進んだ現在、Webを介し
たデータの交換はスムーズになりつ
つある。しかし医療分野では、まだ
まだ環境整備が進んでいないのが現
状だ。
　同院の採用した医療 ITシステム
である電子カルテと㈱インフィニッ

トテクノロジー社製 PACS（画像フ
ァイリングシステム）の特徴のひと
つは、Webを使って連携医療機関
との間で患者の診療データを共有で
きるということだ。アクセス権を有
する外部の医師は、同院のサーバに
アクセスして情報を閲覧し、データ
をダウンロードすることができる。
　開院準備の段階から病院システム
の構築に携わってきた循環器内科の
福家啓起医師は、画像診断データを
提供する際にWebで対応すること
のメリットをこう説明する。
　「いままで診断画像の提示を求
められると、画像フィルムや CD-
ROMに入れたデータを封筒に入れ
て持ち帰ってもらっていた。しかし
画像フィルムだと、解析した結果を
ごく一部しか渡せない。CD-ROM
でも、すべての３Ｄ解析画像までは
提供できない。移動にかかるタイム
ラグもあり、不便が多かった。
　ブラウザを操作するだけでWeb
を通して情報が共有できるようにな
ると、解析前のスライスデータのや
り取りなどもできるため、遠隔地に
いながら診断の根拠についても議論
できるようになる。タイムラグが解
消されるのも大きなメリットだ」

医療界では初となる仮想サーバ技
術で医療ＩＴシステムを一元管理

　王子会神戸循環器クリニックに
は、128スライスMDCT、32チャ
ンネルコイル導入MRI、DR̶CR、
マンモグラフィなど４台の医療機器
（モダリティ）とエコー、心電計、
眼底カメラ等の医療機器がネットワ
ークに接続されている。同院はこれ
らを管理するシステムに、医療界で
初めて仮想サーバを導入した。
　仮想サーバは昨年初め頃から普及
し始めた新技術だ。最近の標準的な
サーバはクアッドコア（１つのパッ
ケージ内に４つのコア〈電子回路〉
を搭載した CPU）の CPUが搭載さ
れているが、１つのサーバには１つの
OSしか対応させられないため、オー

― 仮想化サーバなど最新技術を多数採用
　CTやMRI などの診断画像や電子カルテを、Webを用いて連携医療
機関と共有する IT 環境を整備した王子会神戸循環器クリニック。同院
が構築したシステムのポイントは、①診断画像や電子カルテのWeb対
応、②仮想サーバの導入、③インターフェースエンジンの搭載、④メン
テナンスの簡便化──の４点だ。前号では同院の診療コンセプトと導入
している最新医療機器を取り上げた。今号では診療データを管理するＩ
Ｔシステムと、その可能性について紹介する。
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『地域医療連携のモデル構築をめざす』
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バースペックになりがちだった。
　仮想サーバはそれを解消する。
　仮想サーバとは、１台のサーバを
イメージの中で複数台に分割して、
それぞれで別の OSやアプリケーシ
ョンを動作させる。分割は仮想的で
あり、リソース配分も自由に設定で
きる。たとえば、20％を電子カルテ、
30％を解析ソフト、50％を PACS
に割り当てる、という使い方が可能
になるのだ。
　モダリティは PACSなど他のシ
ステムと連携する際、基本的に１つ
の機器に１つの OSとサーバが必要
だ。そのため、機器の数だけサーバ
が必要で、医療機関のシステム管理
者は煩雑で複雑なメンテナンスに悩
まされている。仮想化技術を使用す
れば、効率的にサーバが運用できる
ので、システムとメンテナンスが簡
素化され、結果的にコストも削減さ
れる。同院ではこの仮想化技術によ
り、電子カルテや PACS、医事会計
システムなど院内の ITシステムを
１つのサーバで一元管理している。

インターフェースエンジン導入で
シームレスな医療連携を実現

　システムを構想した王子会医療シ
ステムアドバイザーの近藤博氏は
「王子会がめざす医療 ITは、１人
の患者さんについて当院の医師と連
携先の医師が同じデータを見ながら
議論する環境を整備することだ」と
いう。そのために医療情報システム
をWeb対応にしたが、ただ繋げる
だけでは診療情報の共有化は実現し
ない。
　CTやMRIなど各種モダリティ
から得られた画像データは、それぞ
れ PACSで管理されている。画像

データ等はデファクトスタンダード
である DICOM規格に統一されてい
るが、PACSの管理方法は製造メー
カーごとに独自規格があり、互換性
が無い。つまりシステムをWeb対
応にしても、同じメーカーの PACS
を採用している病院としかスムーズ
なデータのやり取りができないの
だ。また電子カルテシステムにおい
ては全く互換性が無く、医療機器に
ついても同様である。
　そこで必要になるのが、他社メー
カーの規格との間に互換性を持たせ
るインターフェースエンジン（I/F
エンジン）の導入だ。同院では、医
療情報システムを総合プロデュース
している㈱トリニティデザインの協
力により、アメリカ、カナダ、ヨー
ロッパで広く利用されているオライ
オンヘルス社（本社：オークランド．
NZ）製 I/Fエンジンを採用した。

　同社 I/Fエンジンは海外では普及
しているシステムだが、日本での商
用導入は初である。これにより互換性
を持たないシステム間のデータマッ
ピングや表示フォーマットの翻訳を
行い、シームレスなデータ連携を実
現する。そのため連携医療機関の医
師は、フォーマットの相違を気にせ
ずに診断データや電子カルテの診療
情報を閲覧することが可能になる。
　近藤氏は「Webを通じて電子カ
ルテも共有できるので、複数の医療
機関の医師が１人の患者に対して１
つのカルテで診療する『１患者１カ
ルテ』を実現できる」と言及する。

医療連携への参入障壁を低くする
専用ネットワークシステムを提供

　連携先の医師が同院のサーバにア
クセスして画像データを展開しよう
としても、解析ソフトが無かったり

■ ネットワーク型ワークステーションシステム
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バージョンが低かったりすれば画面
が開けない懸念がある。一般的には
各医療機関でアプリケーションのイ
ンストールやバージョンアップが必
要になるが、同院は連携医療機関と
の間にセキュアなネットワークを構
築することで、サーバにあるアプリ
ケーションを ASP（アプリケーシ
ョン・サービス・プロバイダ）や
Saas（ユーザーが必要とする機能だ
けを配布して利用できるようにした
ソフトウェアの配布形態）のような
形態で利用することを可能にした。
つまり、各連携先でインストールや
バージョンアップをする必要が無い

システムダウンの危険を最大限に回
避する「無停止型ftServer」を採用

　電子化された医療システムで重要
になるのは、システム障害が起こっ
たときのバックアップと復旧だ。
　同院のWeb対応型医療情報ネッ

のだ。
　また解析画像を出力するモニタに
も配慮した。連携先にある個々のモ
ニタでは、その特性によって画質や
色合いが異なって出力されてしま
う。同院は、連携先医療機関に解析
画像を出力する専用画像ボードを貸
与することで、この問題を解決した。
　専用画像ボードは、ガンマカーブ
を適用したことで、医療承認を受け
た読影専用モニタに極めて近い画質
と階調が得られる。「もちろん放射
線科医でないと画像診断はできない
が、『この診断の根拠を知りたい』『こ
この影を詳しく見たい』といった要
望に応えられる」（近藤氏）という。

サーバの仮想化技術により、これ１台
で院内の医療システムを一元管理して
いる。

■ インターフェースエンジンのイメージ

I/F エンジン導入前I/F エンジン導入前 I/F エンジン導入後I/F エンジン導入後

近藤博氏
医療法人社団王子会医療システムアドバイザー。
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トワークシステムを構築した㈱トリ
ニティデザイン代表取締役の田中健
一氏は「多くの病院は主サーバがダ
ウンした時にすばやく予備サーバに
作業を引き継ぐクラスタシステムを
採用している。しかしこのシステム
は、切り替えの瞬間どうしてもシス
テムが停止してしまう」と指摘する。
　その危険を回避するため、田中氏

迅速な処置が施される。
　田中氏は「システム監視をメーカ
ーが受け持つので、院内に高度な知
識を持つシステム担当者を設置する
必要がない。結果的に少ない経費で
運用でき、統合化されたシステムで
は、さらに計り知れない軽減化と効
率化を享受する事ができる」と、シ
ステムメリットに自信を見せる。
　病院間の連携を技術的な面からも
バックアップする王子会の取り組み
は、全国でも先進的なものといえる。
医療システムアドバイザーの近藤氏
は「医療機関をWebで繋ぐこの構
想は、国の方針とも合致する。神戸
で協力医療機関を募り、全国に先駆
けて１患者１カルテを実現したい」
と夢を語る。

は日本ストラタステクノロジー社の
「無停止型 ftServer」を採用した。同
サーバは、１台のサーバに２台分の
ハードウェア（CPU・メモリ・ディス
ク）を搭載して常に同時に動かす、ロ
ックステップ技術を導入している。
ハードウェアの片方にエラーが出て
も、もう一方が正常動作を続けるた
め、99.999％以上の連続可用性があ
る。「メンテナンスも、システムを動か
しながら行えるので、従来のように
診療を停止して行う必要がなくなっ
た」（田中氏）というのもポイントだ。
　また「無停止型 ftServer」は日本
ストラタステクノロジー社によって
常に遠隔監視されている。障害が発
生すると、直ちにサポートセンター
に通知され専門エンジニアによって

田中健一氏
株式会社トリニティデザイン代表取締役。
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